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外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
「
外
規
法
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
趣
旨
、
目
的
等
、
そ
の
概
要
を
説

明
さ
れ
た
い
。

二

政
府
と
し
て
、
ロ
シ
ア
と
の
間
で
、
同
国
に
お
け
る
密
漁
、
密
輸
の
防
止
の
た
め
の
協
力
を
要
請
さ
れ
、
実
際
に
二
国
間

で
様
々
な
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
日
ロ
両
国
に
よ
る
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
密
漁
、
密
輸
防
止
に
向

け
た
協
力
の
要
に
つ
き
、
説
明
さ
れ
た
い
。

三

ロ
シ
ア
に
お
け
る
密
漁
、
密
輸
は
、
一
義
的
に
ロ
シ
ア
が
自
国
の
責
任
と
し
て
防
止
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
最
終
責
任
は

同
国
に
帰
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

「
外
規
法
」
は
こ
れ
ま
で
何
度
、
適
用
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
か
。

五

二
〇
〇
二
年
四
月
よ
り
、
外
国
漁
船
の
我
が
国
へ
の
入
港
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
承
知
す
る
が
、
右
に

つ
き
説
明
さ
れ
た
い
。

六

五
の
入
港
制
限
の
強
化
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
、
同
国
に
お
け
る
密
漁
、
密
輸
の
防
止
の
た
め
の
要
請
を
受
け
、
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
。

一



七

五
の
入
港
制
限
の
強
化
に
よ
り
、
北
海
道
、
特
に
稚
内
市
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
に
お
け
る
活
カ
ニ
等
の
ロ
シ
ア
か
ら
の

漁
獲
物
の
輸
入
量
が
激
減
し
、
代
わ
り
に
韓
国
等
の
第
三
国
に
向
か
う
漁
獲
物
が
増
え
、
稚
内
市
は
じ
め
地
域
の
著
し
い
疲

弊
を
招
く
と
い
う
事
態
が
、
今
日
ま
で
生
じ
て
い
る
。
ま
た
五
の
入
港
制
限
の
強
化
に
よ
り
、
日
本
へ
の
輸
出
が
減
少
す
る

代
わ
り
に
、
韓
国
へ
の
輸
出
が
増
大
し
た
。
政
府
と
し
て
、
右
の
事
態
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
五
の
入
港
制

限
の
強
化
に
よ
り
、
右
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
か
。

八

七
の
事
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

九

七
の
事
態
を
打
開
す
る
に
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
な
さ
れ
た
「
外
規
法
」
の
適
用
強
化
を
見
直
し
、
適
正
な
適
用
に
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


